
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ 

島
根
県
健
康
福
祉
部
医
療
政
策
課 

 
 

医
師
確
保
対
策
室
長 

吉
川 

敏
彦 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

皆
様
、
あ

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま
す
。
旧
年

中
は
、
医
療

政
策
課 

医

師

確

保

対

策
室
に
格
別
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
本
年
も
変
わ
り
ま
せ
ず
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

昨
年
は
国
の
方
針
に
基
づ
く
「
島
根
県

地
域
医
療
再
生
計
画
」
を
策
定
し
、
即
効

性
の
あ
る
医
師
、
看
護
職
員
確
保
対
策
や

マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
を
補
う
た
め
の
対
策
を

強
化
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
島
根
大
学

医
学
部
に
「
地
域
医
療
支
援
学
講
座
」
を

設
置
し
、
大
学
、
県
や
市
町
村
、
地
域
医

療
機
関
等
が
連
携
し
、
医
学
生
に
対
す
る

地
域
医
療
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
喚
起
、

医
師
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
、
県
内
医
療
機

関
で
安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
の
支

援
も
開
始
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
年
末
に
は
国
の
補
正
予
算
で
、

三
次
医
療
圏
を
対
象
と
し
た
地
域
医
療
再

生
基
金
の
拡
充
が
打
ち
出
さ
れ
、
島
根
県

で
は
こ
れ
に
対
応
し
て
県
内
医
療
提
供
体

制
の
充
実
に
繋
が
る
事
業
を
構
築
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

一
方
で
昨
年
十
月
に
実
施
し
た
「
勤
務

医
師
実
態
調
査
（
対
象 

全
病
院
と
公
立

診
療
所
）
」
に
よ
り
ま
す
と
、
県
全
体
で
２

４
８
人
の
医
師
が
不
足
し
て
お
り
、
前
年

に
比
べ
不
足
数

は
若
干
減
少
し

た
も
の
の
、
地
域

別
で
は
大
田
圏

域
で
、
診
療
科
別

で
は
、
眼
科
、
産

婦
人
科
、
小
児
科
な
ど
で
不
足
数
が
増
加

し
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
医
師
の
不
足
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
本
年
も

一
人
で
も
多
く
の
医
師
に
県
内
に
定
着
し

て
頂
け
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

く
所
存
で
す
の
で
、
皆
様
方
の
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

 

出
雲
市
民
病
院 

院
長 

小
松 

泰
介 

 

当
院
は
戦
後
間

も
な
い
１
９
５
０
年

に
創
設
さ
れ
、
以
後

「
市
民
の
た
め
の
病

院
」
を
合
い
言
葉
に

施
設
展
開
を
進
め
て
き
ま
し
た
（
名
称
か
ら

公
立
病
院
と
よ
く
間
違
わ
れ
る
の
で
す
が
、

医
療
生
協
法
人
が
運
営
し
て
い
ま
す
）
。
現

在
で
は
法
人
内
に
出
雲
市
民
病
院
（
一
般
１

８
０
床
）
、
出
雲
市
民
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

院
（
回
復
期
リ
ハ
病
棟
１
１
０
床
）
、
大
曲
診

療
所
（
無
床
）
、
お
よ
び
２
つ
の
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、
通
所
介
護
事
業
所
等
を
有
し

て
い
ま
す
。 

当
院
は
２
０
０
１
年
に
JR
出
雲
市
駅
に
程

近
い
現
地
に
新
築

移
転
い
た
し
ま
し

た
。
出
雲
市
の
旧

市
街
の
中
心
に
あ

た
り
、
ド
ー
ナ
ツ

化
現
象
に
よ
り

周
辺
住
民
の
高

齢
化
が
進
ん
で
い
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ま
す
。
受
診
さ
れ
る
患
者
さ
ん
も
ご
高
齢
の

方
が
多
く
、
医
療
機
能
と
し
て
も
必
然
的
に

高
齢
者
の
多
様
な
健
康
問
題
に
対
す
る
総

合
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

人
口
14
万
人
の
出
雲
市
に
は
高
次
医
療

機
関
と
し
て
大
学
病
院
と
県
立
中
央
病
院

の
２
病
院
が
あ
り
、
さ
ら
に
開
業
医
の
先
生

方
も
多
く
、
医
療
過
疎
化
が
進
む
県
内
に

お
い
て
は
有
数
の
医
療
充
足
地
域
で
は
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
急
性
期

医
療
と
、
慢
性
期
・
在
宅
医
療
と
の
間
を
受

け
持
つ
医
療
機
関
は
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

こ
う
し
た
準
急
性
期
・
亜
急
性
期
か
ら
慢
性

期
・
維
持
期
の
医
療
へ
と
連
な
る
部
分
を
し
っ

か
り
と
支
え
、
質
の
高
い
総
合
的
な
医
療
を

提
供
し
て
ゆ
く
こ
と
を
当
院
の
主
な
任
務
と

と
ら
え
て
い
ま
す
。 

近
年
、
全
国
で
医
療
崩
壊
が
叫
ば
れ
、
絶

対
的
な
医
師
数
不
足
に
加
え
て
都
市
部
へ
の

医
師
偏
在
に
よ
る
医
療
の
地
域
間
格
差
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
内
に
お
い
て
も
各

科
専
門
医
の
不
足
が
危
機
感
を
持
っ
て
議
論

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
当
院
の
よ
う
な

中
小
病
院
や
中
山
間
地
域
の
診
療
所
の
医

療
を
支
え
る
総
合
医
の
不
足
も
こ
れ
ま
た
深

刻
で
す
。
当
院
は
２
０
０
４
年
の
新
臨
床
研

修
制
度
発
足
以
来
、
小
さ
い
な
が
ら
も
臨
床

研
修
指
定
病
院
と
し
て
10
名
の
初
期
研
修

医
を
受
け
入
れ
、
さ
ら
に
２
０
０
７
年
に
は

家
庭
医
養
成
後
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
始
動

さ
せ
て
き
ま
し
た
。
当
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
心
コ

ン
セ
プ
ト
は
「
病
棟
も
み
る
家
庭
医
の
養
成
」

で
す
。
地
域
に
基
盤
を
お
い
た
中
小
病
院
で

の
総
合
的
な
診
療
の
中
で
、
家
庭
医
・
総
合

医
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
し
、

地
域
に
こ
だ
わ
り
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
保
ち
つ
つ
包
括
的
・
継
続
的
に
診

療
を
展
開
し
て
ゆ
け
る
医
師
を
養
成
し
て
ゆ

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
先
般
、
当
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
第
一
期
修
了
生
か
ら
県
内
初
と
な

る
家
庭
医
療
専
門
医
が
誕
生
し
ま
し
た
。
今

後
こ
う
し
た
若
い
先
生
方
と
と
も
に
、
当
院

が
家
庭
医
・
総
合
医
養
成
を
支
え
る
ベ
ー
ス

と
し
て
機
能
し
、
島
根
の
医
療
に
少
し
で
も

貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

社
団
法
人 

益
田
市
医
師
会
立 

益
田
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
会
病
院 

看
護
部
長 

 

福
原 

昌
子 

 

益
田
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
会
病
院

は
、
病
床
数
３
４
３
床
（
一
般
１
６
３
床
、

医
療
療
養
病
床
44
床
、
介
護
療
養
病
床
44

床
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

44
床
、
特
殊
疾
患
病
棟
48
床
）
、
診
療
科

９
科
の
病
院
で
す
。
併
設
施
設
と
し
て
、

益
田
市
立
介
護
老
人

保
健
施
設
く
に
さ
き

苑
（
99
床
）
、
益
田
市

医
師
会
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、
益
田
市

医
師
会
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
事
業
所
、
益
田
市
医

師
会
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
、
益
田
市
立
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
急

性
期
か
ら
慢
性
期
そ
し
て
介
護
福
祉
施
設

と
在
宅
サ
ー
ビ
ス
ま
で
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
住
民
の
為
に
と
４
年
ご
と
に
施

設
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
20
年
に
は
、

働
く
職
員
の
為
に
３
６
５
日
24
時
間
体

制
の
益
田
市
医
師
会
職
員
保
育
所
（
さ
く

ら
ん
ぼ
保
育
所
）
が
開
設
さ
れ
、
職
員
の

利
便
が
図
ら
れ
ま
し
た
。 

 

看
護
部
は
急
性
期
病
棟
３
病
棟
、
療
養

病
棟
２
病
棟
、
特
殊
疾
患
病
棟
１
病
棟
、

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
１
病

棟
、
介
護
老
人
保
健
施
設
２
療
養
棟
を
担

当
し
、
看
護
、
介
護
職
員
は
３
０
３
名
で

す
。 

 
昨
年
電
子
カ
ル
テ
・
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
納
入
業
者
の
方
も

驚
く
ほ
ど
、
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
Ｔ
Ｑ
Ｍ
活
動
を
通
じ
た
、
患

者
や
職
員
に
と
っ
て
良
い
こ
と
は
ど
ん
ど

ん
実
践
す
る
職
場
風
土
や
、
職
員
間
の
協

力
体
制
と
連
携
の
賜
物
と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
度
看
護
部
で
は
、
職
員
が
活
き
活

き
と
し
、
良
質
（
安
心
・
安
全
・
満
足
）

な
看
護
・
介
護
の
提
供
を
目
標
に
掲
げ
て
、

看
護
・
介
護
の
質
向
上
は
も
と
よ
り
、
接

遇
マ
ナ
ー
の
強
化
に
焦
点
を
あ
て
て
い
ま

す
。 医

師
、
看
護
職
員
等
の
育
成
に
つ
い
て

は
、
医
学
生
の
他
、
看
護
学
校
３
校
、
介

護
福
祉
科
２
校
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
校
３
校
の
実
習
を
、
ま
た
中
・
高
校
生

の
看
護
・
医
療
体
験
実
習
を
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
学
生
等
に
気
持
ち
よ

く
実
習
し
て
頂
き
、
働
い
て
み
た
い
病
院

と
し
て
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
改
善
や

取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
「
患
者
さ
ん
に
選
ば
れ
る
病
院
」

「
活
気
あ
る
病
院
」「
働
き
甲
斐
の
あ
る
病

院
」
を
目
指
し
、
看
護
部
か
ら
院
内
及
び

地
域
に
パ
ワ
ー
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
今

年
８
月
か
ら
、
看
護
部
で
は
広
報
委
員
会

を
作
り
ブ
ロ
グ
を
は
じ
め
ま
し
た
。
益
田

の
地
で
生
活
さ
れ
る
方
の
た
め
に
、
地
域

や
病
院
の
行
事
な
ど
を
楽
し
ん
で
頂
け
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

 ■
益
田
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
看
護
部
の
ブ
ロ
グ 
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国
立
病
院
機
構 
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー 

１
年
目
研
修
医 

三
島 

千
明 

 

平
成
22
年
４
月
か
ら
、
国
立
病
院
機
構

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
当
セ
ン
タ

ー
」
）
で
研
修
医
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
に
は
１
・
２
年
目
を
合
わ
せ

て
10
名
の
研
修
医
が
い
ま
す
。
島
根
大

学
・
鳥
取
大
学
・
産
業
医
科
大
学
出
身
者

が
お
り
、
出
身
地
も
様
々
で
す
。 

当
セ
ン
タ
ー
の
研
修
の
特
徴
と
し
て
、

ま
ず
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
柔
軟
性
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
責
任
者
は
院
長

が
担
当
し
、
定
期
的
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

開
い
て
、
研
修
内
容
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

の
研
修
医
と
意
見
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

研
修
科
目
の
変
更
も
適
宜
可
能
で
、
私
た

ち
の
希
望
に
対
し
て
先
生
方
が
す
ぐ
に
対

応
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
中
か
ら
準
夜
勤

に
お
け
る
Ｅ
Ｒ
は
研
修
医
が
最
初
に
対
応

し
ま
す
。
ま
ず
、
研
修
医
が
患
者
さ
ん
を

診
察
し
、
検
査
を
オ
ー
ダ
し
た
後
に
各
診

療
科
へ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ン
サ

ル
ト
を
行
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
に
は
地

元
の
方
だ
け
で
な
く
、
島
根
県
西
部
全
体

か
ら
Ｅ
Ｒ
受
診
が
あ
り
ま
す
。
救
急
専
門

の
医
師
が
不
在
で
す
が
、
各
診
療
科
の
先

生
方
に
指
導
し
て
頂
き
な
が
ら
、
症
例
や

手
技
を
経
験
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
に
は
、
病
院
の
す

ぐ
前
に
研
修
医
宿
舎
が
用
意
さ
れ
、
夜
間

い
つ
で
も
病
院
へ
行
く
こ
と
が
で
き
大
変

便
利
で
す
。
研
修
医
同
士
が
近
く
に
い
る

こ
と
で
お
互
い
励
ま
し
合
い
、
切
磋
琢
磨

し
て
い
ま
す
。
ま
た
週
に
一
度
ア
メ
リ
カ

人
講
師
に
よ
る
英
会
話
教
室
が
あ
り
、
英

語
で
医
療
面
接
な
ど
を
練
習
す
る
機
会
も

用
意
さ
れ
て
お
り
、
研
修
の
合
間
に
よ
い

気
分
転
換
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
当
セ
ン
タ
ー
は
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
柔
軟
に
変
更
可
能
な
こ
と
、

ま
た
指
導
熱
心
な
先
生
が
多
い
こ
と
、
研

修
環
境
の
整
備
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
研
修
医
に
と
っ
て
魅
力
的
な

病
院
だ
と
思
い
ま
す
。 

私
が
医
学
生
の
頃
は
、
ど
ん
な
研
修
病

院
へ
行
け
ば
良
い
の
か
色
々
と
考
え
ま
し

た
。
当
セ
ン
タ
ー
で
研
修
医
と
し
て
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
て
か
ら
一
年
目
の
大
半

が
過
ぎ
、
今
私
は
研
修
医
そ
れ
ぞ
れ
の
や

る
気
や
、
努
力
す
る
姿
勢
が
ま
ず
何
よ
り

も
大
切
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
何
よ
り
も
当
セ
ン
タ
ー
に
は
自
分
達

で
研
修
を
作
っ
て
い
け
る
楽
し
さ
が
あ
り

ま
す
。
ど
れ
だ
け
与
え
ら
れ
た
環
境
で
力

を
発
揮
で
き
る
か
が
自
分
に
と
っ
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

島
根
県
西
部
は
医
師
不
足
が
深
刻
で
す
。

卒
後
、
島
根
県
に
残
る
こ
と
に
私
も
当
初

迷
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
う
い

っ
た
状
況
の
医
療
現
場
を
体
験
す
る
こ
と

は
自
分
の
将
来
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な

経
験
に
な
る
と
、「
島
根
が
い
い
、
特
に
西

部
に
行
き
た
い
」
と
か
な
り
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
気
持
ち
で
希
望
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

研
修
医
と
し
て
も
未
熟
で
す
が
、
ま
ず
、

目
の
前
の
患
者
さ
ん
に
信
頼
し
て
も
ら
え

る
、
ス
マ
イ
ル
を
忘
れ
な
い
医
師
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。 

島
根
県
内
の
諸
先
生
方
、
医
療
ス
タ
ッ

フ
の
皆
様
、
今
後
と
も
御
指
導
よ
ろ
し
く

御
願
い
い
た
し
ま
す
。 

     

「
地
域
医
療
交
流
サ
ロ
ン
が
開
設
し
ま
し
た
」 
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今
年
４
月
に
島
根
県
の
寄
附
講
座
と
し

て
開
設
さ
れ
た
地
域
医
療
支
援
学
講
座
で

は
、
地
域
枠
推
薦
入
学
等
の
学
生
と
地
域

の
行
政
・
病
院
と
の
顔
が
見
え
る
交
流
の

場
と
し
て
利
用

し
て
頂
く
「
地
域

医
療
交
流
サ
ロ

ン
」
を
開
設
し
ま

し
た
。
こ
の
サ
ロ

ン
は
、
学
生
同
士

の
交
流
の
場
と

し
て
、
ま
た
県
内
各
地
の
行
政
や
病
院
の

情
報
提
供
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
大
学
内
で
の
各
地
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
的
要
素
を
取
り
入
れ
、
楽
し
め
る
場

と
し
て
も
工
夫
し
て
い
ま
す
。 

６
月
30
日
の
開
設
式
・
上
掲
式
以
来
、

県
知
事
さ
ん
を
は
じ
め
、
県
内
各
地
の
市

町
村
、
医
療
機
関
の
方
と
学
生
の
交
流
会

が
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
継
続
的
に
予

定
し
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

学
生
・
教
員
の
交
流
会
や
セ
ミ
ナ
ー
も
開

催
さ
れ
、
大
い
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
生
の
勉
強
支
援
の
一
翼
も
担
っ
て
い
ま

す
。
地
域
の
方
に
は
「
今
ま
で
素
通
り
し

て
い
た
大
学
に
拠
り
所
と
な
る
場
所
が
で浜田市との交流会 

溝口島根県知事との交流 



地
域
医
療
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
養
成 

き
た
」
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で

に
延
べ
２
０
０
名
の
学
生
・
地
域
の
方
々

に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
交
流
に
よ
り
学
生
と
地
域
、

大
学
と
地
域
が
連
携
し
、
地
域
医
療
に
関

し
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
い
学
生
を
育

て
、
県
内
の
医
師
不
足
の
解
消
に
少
し
で

も
貢
献
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
場
所
は
第
４
共
同
研
究
棟
２
０
３

号
室
で
す
が
、
近
々
地
域
医
療
支
援
学
講

座
隣
に
引
っ
越
す
予
定
で
す
。
さ
ら
に
便

利
に
な
り
ま
す
。
近
く
に
お
越
し
の
際
に

は
ぜ
ひ
お
寄
り
く
だ
さ
い
。 

   

〜
地
域
医
療
支
援 

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と
し
て
〜 

２
０
０
９
年
度
入
学 

第
１
期
生 

菅
森 

暢
之 

藤
井
麻
由
美 

吉
岡
み
ち
子 

吉
田
カ
ネ
子 

 

「
地
域
医
療
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
養

成
コ
ー
ス
」
は
、
島
根
の
医
師
不
足
等
に

対
応
す
る
新
た
な
人
材
育
成
を
目
的
に
、

全
国
で
初
め
て
２
０
０
９
年
度
に
島
根
大

学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
の
修
士
課
程
と

し
て
新
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
第
１
期
生

と
し
て
入
学
し
た
４
名
は
、
２
年
間
の
課

程
を
修
了
し
、
こ
の
春
卒
業
す
る
予
定
で

す
。 こ

の
コ
ー
ス
の
大
き
な
柱
で
あ
る
『
地

域
医
療
実
習
』
に
お
い
て
、
島
根
大
学
医

学
部
附
属
病
院
及
び
県
内
す
べ
て
の
圏
域

に
出
向
き
、
主
な
医
療
機
関
及
び
実
習
地

の
市
町
村
や
保
健
所
で
医
療
提
供
の
現
状

を
学
び
、
そ
こ
で
働
く
た
く
さ
ん
の
方
々

に
出
会
い
ま
し
た
。
地
域
医
療
の
概
況
、

人
材
確
保
の
取
組
、
地
域
住
民
と
の
関
わ

り
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
院
長
や

若
手
医
師
等
と
意
見
交
換
を
す
る
中
で
、

医
師
等
の
県
内
定
着
の
課
題
や
ヒ
ン
ト
を

学
ん
で
き
ま
し
た
。 

全
国
に
先
駆
け
て
医
師
確
保
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
島
根
県
で
す
が
、
医
師
不

足
は
年
々
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
地
域
医
療
を
守
る
取
り
組
み
は
、

県
内
唯
一
の
医
育
機
関
で
あ
る
島
根
大
学

と
、
地
域
の
医
療
機
関
、
県
や
市
町
村
が

し
っ
か
り
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
地
域
に

軸
足
を
置
い
た
方
策
を
地
道
に
展
開
し
て

い
く
こ
と
に
尽
き
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

１
期
生
４
名
は
、
卒
業
後
は
各
々
の
職

場
、
大
田
市
・
大
田
市
立
病
院
（
菅
森
）
、

隠
岐
病
院
（
吉
田
）
、
島
大
医
学
部
地
域
医

療
支
援
学
講
座
（
吉
岡
）
、
県
医
療
政
策
課

（
藤
井
）
を
基
点
に
活
動
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
地
域
医
療
を
支
援
す
る
立
場
と

し
て
、
行
政
や
医
療
機

関
、
地
域
住
民
と
の
橋

渡
し
的
な
役
割
を
担

う
人
材
と
な
り
、
地
域

や
医
療
現
場
の
課
題

を
把
握
し
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
誰
と
手

を
組
ん
で
ど
う
展
開
す
る
か
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

『
地
域
医
療
実
習
』
に
お
い
て
、
地
域

医
療
の
課
題
の
広
さ
や
深
さ
を
痛
切
に
感

じ
て
い
る
中
、
一
人
ひ
と
り
は
微
力
で
す

が
、
島
根
大
学
と
の
連
携
を
構
築
し
な
が

ら
、
様
々
な
取
組
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、

我
々
自
身
も
連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
話
し
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

そ
し
て
、
私
た
ち
に
続
く
２
期
生
は
２

名
で
あ
り
、
奥
出
雲
町
か
ら
横
田
と
雲
南

総
合
病
院
か
ら
勝
部
が
入
学
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
県
西
部
か
ら
も
こ
の
コ
ー
ス
で

学
ぶ
仲
間
が
増
え
、
地
域
の
連
携
が
強
ま

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

益田市実習を終えて市役所前にて 

地域医療教育学講座 

熊倉教授(左下)と学生 6名 

島根県で勤務していただける方を紹介してください 

友人・知人等に島根県での勤務を希望される医師がおられましたら、是非ご紹介ください。ご紹介いただいた医

師へは、医療機関の情報等を提供し、県内での勤務を支援します。 

医師募集・地域医療ツアー参加者募集 

島根県は県内で勤務いただける医師を求めています。全国どこへでも専任の医師が出張し、具体的な相談に応じ

ます。 また、地域医療の視察ツアーを実施しています。旅費は県が負担します。お気軽にお問い合わせください。 

「赤ひげバンク」の登録者のみなさんへ                         

住所等に変更があった場合は、メールでお知らせ願います。         携帯からの問い合わせはこちら 

 

〒690-8501  松江市殿町１番地 島根県健康福祉部 医療政策課 医師確保対策室 

    TEL 0852-22-6683  FAX 0852-22-6040  

 E-Mail iryou@pref.shimane.lg.jp   

ホームページ： 検索島根の医師確保対策  

 


